
 

2025年度事業報告書 

 

特定非営利活動法人ゴーシェア​

 

事業期間 

2025年4月1日～2026年3月31日 

 

事業の成果 

特定非営利活動法人ゴーシェアは、フィリピンと日本を舞台に、次世代を担う子どもたちの

教育支援を柱として活動しています。貧困コミュニティにおける教育サポート、若者の育

成、そして地域家庭への生計支援というミッションのもと、定款第5条第1項第1号に掲げる

事業を推進しました。 

今年度は、複数の助成財団からの継続的なご支援と、日本全国の教育機関との強固な連携実

績を礎に、事業の透明性と信頼性を高めることに成功しました。特に、両国の子どもたちの

「学びの機会の保障」と「心の再生」を支える活動を拡充し、具体的な教育的・社会的成果

を達成いたしました。​

​

【主要な事業活動】 

-​ 教育支援・学習環境改善: 離島低所得者層コミュニティにおける識字率・リテラシー

向上および学習環境の整備。 

-​ 衛生・栄養改善: 栄養状態の改善およびトイレ・貯水施設等の衛生インフラ整備によ

る健康維持。 

-​ 環境保護・啓発: マングローブ植林を通じた環境再生と小学校と連携した環境教育の

実施。 

-​ 国際理解・青少年育成: SDGsを軸とした日本と現地を結ぶ交流プログラムと、困難を

抱える子どもたちの居場所づくり。 

-​ 緊急救援・物資支援: 災害被災地や最貧困世帯への食料・生活必需品等の即時支援。 

事業の実施状況 

1. 特定非営利活動に係る事業 

　（１）（事業名）途上国の子ども達への教育支援事業 

（内 容）ア：教育インフラ改善・整備事業、教員派遣などによる教育支援事業 

イ：離島低所得者層コミュニティにおける子どもたちの識字率とリ

テラシー向上のためのプロジェクト 

（実施場所）フィリピン・セブ島 

（実施日時）2025年4月～2026年3月 

（事業の対象者）フィリピンにおける離島低所得者層コミュニティ 

（実績および成果） 

公益信託今井記念海外協力基金の継続的なご支援を受け、ラーニングセンターの

運営、教員派遣および学習補助プログラムの提供を継続し、子どもたちの識字率

とリテラシー向上に注力しました。​

また、公益信託地球環境日本基金の助成により、離島唯一の小学校において環境

教育へ取り組みこれらの活動により、学習環境の改善と質の高い学びの機会を多

角的に保障しました。​

さらに、オンラインプログラムの実現により、日本と現地を繋いだ交流と体感的

な学びの場を提供しました。 
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（２）（事業名）途上国における地域協力・国際協力（衛生・栄養状況改善）事業 

　　　（内 容）現地離島低所得者層コミュニティのニーズに基づいた衛生・栄養状況の

改善支援 

　　　（実施場所）フィリピン・セブ島・ボホール島 

　　　（実施日時）2025年4月～2026年3月 

　　　（事業の対象者）フィリピンにおける離島低所得者層コミュニティ 

　　　（実績および成果） 

公益財団法人 味の素ファンデーション（AINプログラム）、一般財団法人 日本国際協力

システム（JICS NGO支援事業）の助成を受け、離島貧困村落の子どもたちの栄養状況改

善に取り組みました。​

また、TOTO水環境基金からの助成を受け、衛生環境改善のための支援アクションを計画

通りに実施しました。​

特に、TOTO水環境基金の支援により、小学校のトイレ建設とラーニングセンターへの貯

水タンク・手洗い場の建設を完遂し、清潔で安全な設備の整備を通じて、子どもたちの

健康維持と学習環境の向上に大きく貢献しました。​

完了報告書および会計報告書を期日内に提出し、透明性の高い事業運営を維持していま

す。 

​

 

（３）（事業名）途上国における環境保護事業 

（内 容）環境保全活動を通じた地域住民の生活向上への貢献。 

（実施場所） フィリピン・セブ島 

（実施日時） 2025年4月～2026年3月 

（事業の対象者）フィリピンにおける離島低所得者層コミュニティ 

（実績および成果） 

公益社団法人 国土緑化推進機構（緑の募金）からの助成事業を遂行し、マングローブの

植林活動を完了し、その保護活動に取り組むと同時に小学校と連携して環境教育を実施

し、地域の環境再生と住民の生活向上に大きく貢献しました。​

​

 

（４）（事業名）国際理解・青少年育成事業および学びに困難を抱える子どもたちへの

支援事業 

（内 容）国際協力やSDGsについて学び、異文化交流を通して互いに学びあう教育啓発事

業。​

また、「もうひとつの居場所」として子どもたちの心を守り育む場を整え、学習や発達

に困難を抱える子どもたちを支援する。 

（実施場所） 日本・フィリピン・セブ島 

（実施日時） 2025年4月～2026年3月 

（事業の対象者）フィリピンにおける離島低所得者層コミュニティの子どもた

ち、日本の子どもたち・学生、不登校状態にあるなど学習や発達に困難を抱える

子どもたち 

（実績および成果） 

日本全国の教育機関40校以上（大学・高校・中学校等）と連携し、総合学習や国

際交流事業を実施しました。​

活動を通じ、参加した学生には国際的な社会貢献体験を通じた思考力や課題解決

能力の向上、学びに困難を抱える子どもたちにはボランティア活動体験を通じた

情動的能力の向上、ライフスキルの改善、共感力やコミュニケーションへの自信

の獲得といった具体的な教育的成果が確認されています。 

新規プログラムとして、大学や高校と連携し、生徒が日本の絵本を英訳・ビサヤ
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語訳して現地の子どもたちに読み聞かせる「絵本読み聞かせプロジェクト」を実

施し、教育的効果を最大化しました。​

また、広島誠之館高校でのユネスコスクールESD講演会への登壇、大阪府立枚方津

田高等学校や仙台の常盤木学園高等学校を含む複数の教育機関に対し、孤児院訪

問やゴミ山視察など、多岐にわたるSDGs関連の教育プログラムを提供しました。​

これらの活動は、中日新聞、中国新聞、TBS CSR推進部などの複数のメディアに取

り上げられ、社会的な認知度と信頼性を高めました。​

​

 

　　（５）（事業名）途上国の困難な状況にある地域・世帯への物資支援事業 

（内 容）現地離島低所得者層コミュニティの喫緊のニーズに対応するため、食料品や生

活必需品の提供、および生活環境改善に資する物資の支援​

（実施場所） フィリピン・セブ島・ボホール島 

（実施日時） 2025年4月～2026年3月 

（事業の対象者）フィリピンにおける離島低所得者層コミュニティ 

（実績および成果） 

マンスリーサポーターや各教育機関、個人団体からのご寄付を財源の一部として充当

し、事業を実施しました。 

台風被災などに対する緊急救援活動（食料配布など）を実施し、地理的に隔絶された離

島地域や災害被災地の最貧困世帯の生活安定と困難な状況の緩和に貢献しました。​

この活動により、公的支援の手が届きにくいコミュニティに対する物理的な支援を継

続・充実させました。​

 

事業別収支概要 

本年度、ご支援いただいた寄付金および助成金を原資として実施した各事業の収益額は以下

の通りです。 

 

事業名 事業収益 (円) 

① 途上国の子ども達への教育支援事業 4,559,820 

② 途上国における地域協力・国際協力（衛生・栄養状況改

善）事業 

8,295,323 

③ 途上国における環境保護事業 3,325,000 

④ 国際理解・青少年育成事業 3,137,880 

⑤ 途上国の困難な状況にある地域・世帯への物資支援事業 977,300 

合計 20,295,323 

※注：本表の数値は、当該年度の各事業に充当された収入の合計額です。 
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社員総会の開催状況 

通常総会 

（日 時）​ 2026年5月1日  午前10時から12時 

（場 所）​ 兵庫県西宮市仁川町1丁目5－14 

（社員総数）  12名 

（出席者数）  12名​

（本人出席8名（うちオンライン出席6名）、決権行使書面による出席2名、代理人による出

席2名）（社員総数に対する議決権行使社員の割合：100%）​

（内 容）​  

・2025年度 事業報告および計算書類（活動計算書・貸借対照表など）の承認 

・2026年度 事業計画および活動予算の承認 

 

理事会その他の役員会の開催状況 

 

第１回理事会 

（日 時）​ 2025年5月1日  午後13時から14時 

（内 容）​ ​

・2025年度事業計画における活動開始初期の重要課題（助成事業の実施体制、現地パート

ナーシップ構築、安全管理体制等）の確認と承認。​

・分野別（教育支援、衛生改善、環境保護）活動の年間計画再確認と進捗管理目標設定。 

 

第２回理事会 

（日 時）​ 2025年9月1日  午後13時から14時 

（内 容）​ ​

・上半期（4月～8月）の経費の執行状況の確認と、主要助成事業における予算内支出の承

認。​

・小学校トイレ建設・ラーニングセンターへの貯水タンク設置（実績）などの主要事業進捗

報告と完了に向けた協議​

 

第３回理事会 

（日 時）​ 2025年12月1日  午後13時から14時 

（内 容）​ ​

・次年度に向けた地球環境基金助成金等、重要助成金申請の進捗確認と方針決定。​

・国際理解・青少年育成事業における連携教育機関との協働拡大に関する報告と戦略的承認​

 

第４回理事会 

（日 時）​ 2026年3月23日  午後13時から14時 

（内 容）​ ​

・2025年度事業活動の総括と計算書類の確定に向けた承認。​

・次年度事業計画および活動予算案の審議。 
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